


































































































































































































入 ！ 官者ﾀイプ 比率 対象人数 単価 収入率 金額
利用料 町民一般 １４％ 2,769人 600円 100％ 1,661千円
町民高齢者等 １０％ 1,978人 400円 100％ 791千円
ビジター 76％ 15,029人 1,000円 100％ 15,029千円
合計 100％ 19,775人 17,481千円
類 年間ク ス数 定員 満席率 単価 金額
動療法(1クール週１ｘ４回） 2４ ２０人 9096 2千円 864千円
864
種類 営業日数 利益率 単価 金額




定基礎数 単価 係 係数
人件費 所長(兼務）
職員
パート
0千円
5,000千円
5,000千円
1,400千円
職員数0人
総括･指導１人
受付･サービス２人
臨時１人
5,000千円/年
5,000千円/年
2,500千円/年
700円/日 １０ｈ 
１ 
１ 
200日
人件費計 11,400
水道光熱費
光熱費計 9,000千 類似施設を参考として算出
一般管理費
一般管理費計 3,500千 類似施設を参考として算出
合計 ,900
3８ 
高島町では、ビジターに関しては既に高速|冊睡行会社との
提挑によるなどして、既存の釣り公園や海水浴場の利川と交
通料金を組み合わせた割引プログラムである「釣りパック」
｢海水浴パック」といった（観光）集客企l1Iliを展01}している。
町ではこれらの実績をふまえて、海水温浴施設の利用を''１核
とするより複合的なパッケージ・サービスを構想しているが、
施設への利用料としての収入割合は今後の課題である。
り活動を促進する。例えば、現在、健康福祉課が中心となっ
て運営している「筋力アップ教室」の浸透を基盤として、新
たに「転倒予防教室」「籾i尿病教室」などの健康プログラム
をサポートする等。
【例２】：施設を「クラブハウス」に位置づけ、海水温浴施設
を高島１１１Jで展IIMされるすべてのスポーツ・レクリエーション
活動の拠ﾉﾊ(として確立させる。例えば、施設内のロッカー
ルームでウエアを着替えて島内一周ウォーキングを愉しみ、
最後に海水}|M浴でストレッチ、レストランで食事、イ''''''１と談
笑する・・・など、倶楽部を中心として展開する自由時''１１活
動の提供、倶楽部が行動だけでなく仲間意識の創成の核とな
るような意識がうまれるようにガイド役などの人的投入を積
極的に腱Ｉ)Mする。
【例３】：住民が事業や施設迩営に参加できる機会をつくる。
例えば、Ｍ１浴に利)11できるハーブや果実などの栽培・提供を
ボランタリーに敷地内で行ったり、住民のつくった農産物や
加工,IiIIを販売するショップなどを経営することによって、共
存協栄の感覚をたかめ、「'二|分たちの施設である」「島のシン
ボルである」といった意識の醐戊を可能にすると共に、一人
ひとりに「やりがい」「生きがい」を提供する。
３ヘルスプロモーション（健康創出活動）の創出と
その評価
「地域の総体的な他康度の向上を目指したヘルスプロモー
ション」に具体的に取り組む自治体は今後とも燗大する見込
みである。本事例のような施設のランニングコストは一般的
にみてきわめて大きく、事業全体を黒字で運営してゆくこと
は困難である。しかし、住民が楽しく'二Illlに利川できる気持
ちのよい施設が活|リル続けることによって、確実に地域の健
康座はアップする。このような「効果」は金銭感覚でWllり切
れるようなものとは異なり、人々が内発l'〃に各Ｆ１の健康、地
域の健康を模索する|]常を根底からサポートするという並要
な社会福祉のインフラストイラクチヤーリ剖lliのひとつである。
とくに高齢化・過疎化が進む離島においては、海水ili1浴を通
じて|]常生活に活気をIIi(り戻すと同時に、都ＴＩＴ部からのビジ
ターとさまざまな形で交流することにより、いわゆる〉Wii【''１的
他鵬|〔度や社会的健康度は碓実にIfil-Lすると考えられる。
国家施策に位置づけられる「アイランドテラピー」の企画
発案段階で、念頭におかれた重要な基本11'1念は「健康は、１１ｉ
に疾ﾘIiiがない状態ではなく、身体的にも>Wiill1的にも社会1''9に
も健康でありひとりひとりの生命が輝きＨ１るような全休I'|り他
康性（ホリスティックヘルス）の中で梢極的に生活を楽しむ
という、いわゆるウェルネスの実現する」というものである。
ウェルネスの実現が目指されることによって、人々のライフ
スタイルも変容し、運動・栄養・休養のみならず>Wiiql1の'二'１１１
度やコミュニケーションも良好となる。そして、ＩｌＢ１々の他康
度が高まり、個人の莱縞感とクオリティオブライフ
(QOL）の向上が実感され、間接的・直接的に社会コストの
糀減が期待できると構想したのである2)。
アイランドテラピーの熱盤にあるこの１'1念を現実の環境で
具体的に展開していくためには、行政がリーダーシップをと
りながらも住民の一人ひとりが自分たちの島を誇りに思い、
住み続けたいと願う「健康な地域」を内発的に創っていくこ
とが不可欠である。
以下に示すのは、本事例の施設をそのための「場」あるい
は「機会」として展開を想定した具体的なヘルスポロモー
ション（健康創出行動）例である。
【例１】：施設における運動指導を、住民有志がボランティア
として行い、新規利)Ⅱ者がリピーターとなるよう働きかけ、
多くの'三|常的利川を筒Ⅲ)する。海水温浴の気持ちよさを''1J氏
全員が剰惑できる機会をつくり、そこから派生する健康づく
これらのアイデアは、’１１１瓦に関連づけながら複合的に実行
されることによっていっそうの効果が発揮されるものである
ことに留意すべきである。そして、さらに大切なのは、これ
らの識活動が地域へどのような波及効果を生み'１)したのかを
調査．分析・評価することである。この調査．分析．評Iilliに
は、収支はもちろんのこと、健康診断結果による利川者の身
体的健康度、満足度など多様な視点のさまざまな住民アン
ケートの実施による心理的健康度や社会的健康度、また、ク
オリティオブライフ（QOL）や幸福感の変化といった指標
も取り入れてはじめて、地域全体が施策実施前と後とでどう
変化したのかが見えてくる。
これまで、こうした評I11iはわが国においては殆ど実施され
ておらず、また全くといってよいほど有効なかたちで蓄績さ
れてこなかった。事業をスタートする前に行われるべき収支
計画をはじめとする適正な管理運#i計画と並んで、このよう
な事業開始後の継続的なチェックが不十分であったことが、
わが国のこれまでの公共投資の少なからぬ失敗の一lK1である
といっても過言ではない。
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